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友
愛
時
評

　

衆
院
議
員
定
数
の
１
割
削
減

が
臨
時
国
会
の
焦
点
と
な
っ
て

い
る
。
連
立
合
意
の
条
件
と
し

て
日
本
維
新
の
会
が
「
一
丁
目

一
番
地
」
に
挙
げ
た
も
の
だ

が
、
ゾ
ン
ビ
議
員
や
居
眠
り
議

員
な
ど
な
ど
、
い
な
く
て
も
よ

さ
そ
う
な
ポ
ン
コ
ツ
政
治
家
が

目
立
つ
ゆ
え
大
衆
受
け
す
る
政

策
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
▼
だ

が
、
実
際
に
定
数
削
減
し
た
場

合
、
比
例
区
を
削
減
す
れ
ば
少

数
政
党
が
淘
汰
さ
れ
、
小
選
挙

区
に
手
を
つ
け
れ
ば
地
方
代
表

が
減
る
。
大
阪
を
基
盤
と
す
る

地
域
政
党
で
あ
る
維
新
に
と
っ

て
は
ど
ち
ら
で
も
む
し
ろ
好
都

合
で
「
身
を
切
る
改
革
」
の
痛

手
は
他
の
政
党
が
か
ぶ
る
可
能

性
が
高
い
。
▼
維
新
が
推
進
し

た
高
校
無
償
化
に
も
強
烈
な
違

和
感
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。

既
に
「
改
革
」
に
よ
っ
て
公
教

育
の
崩
壊
が
始
ま
っ
た
と
も
言

わ
れ
る
大
阪
で
は
、
私
立
高
校

こ
そ
大
切
に
す
べ
き
も
の
と
認

識
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
地
方
で
は
公
立
ト

ッ
プ
校
を
中
心
と
す
る
高
校
教

育
の
あ
り
方
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。
高
校
無
償
化
は
、
都
市
部

の
私
学
助
成
を
、
地
方
の
税
収

か
ら
も
負
担
さ
せ
る
こ
と
と
な

る
。
▼
当
初
の
懸
念
を
覆
し
て

「
成
功
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る

大
阪
・
関
西
万
博
に
し
て
も
、

一
六
〇
〇
億
円
以
上
の
国
費
が

投
入
さ
れ
た
。
一
般
来
場
者
は

二
五
五
〇
万
人
を
超
え
た
が
、

外
国
人
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
除
け

ば
国
民
の
六
人
に
一
人
が
見
た

か
ど
う
か
、
そ
れ
も
近
畿
地
方

に
偏
重
し
て
い
る
。
▼
「
大
阪

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
政
策
を
ゴ
リ

ゴ
リ
進
め
る
地
域
政
党
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
な
か
な
か
見
事

で
あ
る
。
目
元
涼
や
か
な
吉
村

知
事
が
説
く
大
阪
モ
デ
ル
に
魅

力
を
感
じ
る
有
権
者
も
多
い
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
政
策
を
見
る
限
り
、
自
民

・
維
新
の
連
立
政
権
で
は
、
地

方
の
衰
退
は
加
速
化
す
る
ば
か

り
に
思
え
る
。�

（
ヒ
ゲ
）

事
業
報
告
も
多
岐
に
わ
た
り
充
実

事
業
報
告
も
多
岐
に
わ
た
り
充
実

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
８
名
を
承
認

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
８
名
を
承
認

第第
4444
回
通
常
理
事
会
開
催

回
通
常
理
事
会
開
催

　

２
０
２
５
年
度
事
業
が
順
調
に
進
む
な
か
、
第
44
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
理
事
か
ら
事
業
の
進
捗
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。
中
で
も
先
頃
実
施
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
に
関
す
る
選
考
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
、
熱
心
な
協
議
が
行
わ

れ
、
今
年
度
の
派
遣
員
を
８
名
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
に
か
け
る
期
待
が
表
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
５
年
10
月
31
日（
金
）

18
時
よ
り
友
愛
サ
ロ
ン
に
於
い

て
第
44
回
通
常
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
各
担
当
理
事
に
よ
り
順

調
に
進
ん
で
い
る
事
業
報
告
の

他
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
の
増

員
等
が
協
議
・
承
認
さ
れ
た
。

始
め
に
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が

次
の
通
り
挨
拶
を
行
っ
た
。

理
事
長
挨
拶

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
財
団

の
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
、
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
政

権
が
発
足
し
ま
し
た
。
友
愛
の

目
線
か
ら
、
今
後
を
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
で
起
き
て
い
る
事
象

も
、友
愛
理
念
か
ら
考
え
る
と
、

軍
事
力
で
は
決
し
て
平
和
を
達

成
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

ご
参
集
の
皆
様
も
、
財
団
に
集

う
若
者
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン

バ
ー
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
友

愛
」
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
も
私
た
ち
は
進
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
早
速
議

題
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

報
告
事
項

　

議
長
か
ら
の
指
名
を
受
け
、

羽
中
田
事
務
局
長
が
、
庶
務
・

経
理
関
連
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

①
小
林
広
治
先
生
に
よ
る
会

計
諸
表
確
認
は
、
問
題
点
が
無

く
、
順
調
に
会
計
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
と
の
指
導
を
得
た
。

　

②
鳩
山
太
郎
理
事
の
辞
任
に

伴
う
変
更
登
記
は
、
２
０
２
５

年
10
月
10
日
に
完
了
し
た
。

　

③
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及

び
事
業
予
算
は
、
２
０
２
５
年

10
月
10
日
公
益
認
定
等
委
員
会

よ
り
承
認
の
連
絡
受
領
し
た
。

（
本
年
３
月
末
に
提
出
の
令
和

７
年
度
事
業
計
画
書
・
予
算
書

等
）

　

続
い
て
議
長
の
指
名
を
受

け
、
各
担
当
理
事
が
各
事
業
の

現
状
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告

し
た
。

　

報
告
に
先
立
っ
て
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ

Ｂ
派
遣
事
業
に
関
し
て
、
10
月

25
日
に
行
わ
れ
た
第
二
次
選
考

面
接
の
様
子
と
選
考
結
果
に
つ

い
て
、
西
川
理
事
よ
り
報
告
が

あ
り
、
本
理
事
会
の
協
議
事
項

の
第
一
号
議
案
で
あ
る
２
０
２

５
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
事
業

に
対
す
る
選
考
委
員
会
の
答
申

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

選
考
委
員
会
答
申
及
び
理
事
会

協
議
に
つ
い
て

　

応
募
要
項
に
基
づ
い
た
選
考

の
結
果
は
６
名
で
あ
っ
た
。
選

考
委
員
会
終
了
後
理
事
長
よ
り

「
現
在
エ
ヤ
ッ
プ
の
派
遣
員
が

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
構
成
基
盤
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
今
後
の
友
愛

活
動
を
引
き
継
い
で
も
ら
え
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
是
非

積
極
的
な
参
加
を
促
す
こ
と
が

大
事
と
思
わ
れ
る
た
め
、
次

点
、
次
々
点
の
２
名
を
追
加
し

て
８
名
の
派
遣
と
し
て
は
い
か

が
か
」
と
の
諮
問
が
あ
り
、
各

選
考
委
員
の
意
見
を
徴
取
し

た
。
全
選
考
委
員
が
２
名
の
追

加
に
つ
い
て
、
今
後
の
友
愛
活

動
の
伝
播
へ
の
可
能
性
、
そ
の

資
質
等
に
つ
い
て
肯
定
的
で
あ

り
、
理
事
会
に
は
８
名
を
選
考

し
た
答
申
を
行
う
と
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
長
の
采
に
よ
り
、
第
一
号

議
案
に
つ
い
て
こ
こ
で
協
議
す

る
と
の
宣
が
あ
り
、
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
全
会
一
致
で
８
名
の
派

遣
員
が
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
各
事
業
の
現
状
報
告

が
担
当
理
事
よ
り
行
わ
れ
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
・
受
入
事
業

／
西
川
伸
起
理
事

派
遣
事
業
関
連

　

＊
２
０
２
５
年
10
月
25
日

（
土
）
第
二
次
選
考
面
接
実
施

　

対
象
学
生
14
名
／
内
女
子
学

生
8
名　

男
子
学
生
6
名

　

＊
対
面
面
接
員
／
谷
藤
選
考

委
員
・
戸
澤
選
考
委
員
・
西
川

選
考
委
員
の
内
２
名
づ
つ

　

＊
他
の
選
考
委
員
は
、
Ｗ
ｅ

ｂ
に
て
参
加　

　

＊
終
了
後
選
考
委
員
会
開
催

　

９
時
か
ら
18
時
30
分
の
長
時

間
に
亘
り
、
選
考
委
員
各
位
が

真
摯
に
選
考
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
旨
が
延
べ
ら
れ
た
。

受
入
事
業
関
連

　

＊
受
入
人
数
：
２
０
２
６
年

度
12
名
（
エ
ヤ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ

含
む
）
の
学
生
を
受
け
入
れ
る

　

＊
日
程
：
８
月
22
日
（
土
）

か
ら
９
月
３
日
（
木
）
13
日
間

　

＊
内
容
：
平
和
記
念
公
園
・

資
料
館
見
学
、
松
井
広
島
市
長

と
の
面
談
、
国
会
議
事
堂
見
学

　

＊
ア
テ
ン
ド
：
友
愛
ユ
ニ
オ

ン
メ
ン
バ
ー
に
依
頼

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
事
業

／
攪
上
哲
夫
理
事

　

２
０
２
５
年
度
の
延
世
大
学

校
に
お
け
る
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
11
月
13
日

（
木
）
延
世
大
学
校
に
て
表
彰

式
賞
状
・
賞
金
・
記
念
品
授
与
）

を
実
施
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
た
。

（
受
賞
者
は
、
第
43
回
理
事
会

で
承
認
済
・
三
面
参
照
）

　

中
央
民
族
大
学
で
の
小
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
実
施
に
関
し
て

は
、
中
国
の
国
内
事
情
に
よ
り

延
期
と
な
っ
た
が
、
11
月
22
日

か
ら
25
日
に
「
中
日
青
年
文
化

交
流
」
及
び
「
友
愛
小
論
文
コ

ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
実
施
予
定

で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指
導
者
育
成

事
業
／
井
田
安
信
理
事

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
芳
賀

理
事
よ
り
、
作
成
に
時
間
が
か

か
り
す
ぎ
て
い
る
と
指
摘
が
あ

っ
た
。
議
長
よ
り
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
ル
ー
ト
を
適
正

に
決
め
、
で
き
る
限
り
年
度
内

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
す
る

よ
う
に
努
め
て
欲
し
い
と
指
示

が
あ
っ
た
。

　

＊
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
／
藤

井
名
誉
教
授
及
び
南
埜
理
事
監

修
作
成

　

＊
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
修
正
後
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
地
従
事
者
に
送

り
確
認
中

　

協
議
事
項
に
移
り
、
第
一
号

議
案
及
び
第
二
号
議
案
が
協
議

さ
れ
た
。

２　

協
議
事
項

　

第
一
号
議
案　

２
０
２
５
年

度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
事
業
に
対

す
る
選
考
委
員
会
の
答
申

　

全
会
一
致
で
承
認
（
前
述
）

　

第
二
号
議
案　

友
愛
小
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
事
業
実
施
要
項
及

び
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指
導
者
育

育
成
事
業
の
実
施
要
項
改
訂
に

つ
い
て
は
、
友
愛
小
論
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
実
施
要
項
の
み
が
承

認
さ
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業

指
導
者
育
成
事
業
要
項
の
改
訂

に
つ
い
て
は
、
金
沢
監
事
よ
り

具
体
的
な
支
援
の
項
目
を
省
略

せ
ず
、
適
正
な
判
断
が
で
き
る

よ
う
な
内
容
に
す
る
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
修
正
の
う
え

次
回
理
事
会
の
協
議
事
項
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
来
る
12
月

13
日
（
土
）
に
、
派
遣
員
の
勉

強
会
及
び
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉
強

会
・
懇
親
会
が
が
開
催
さ
れ
る

事
が
告
げ
ら
れ
、
理
事
会
を
終

了
し
た
。

出
席
者

　

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
・
谷
藤

悦
史
理
事
・
中
島
政
希
理
事
・

攪
上
哲
夫
理
事
・
芳
賀
大
輔
理

事
・
井
田
安
信
理
事
・
南
埜
幸

信
理
事
・
西
川
伸
起
理
事
・
小

林
正
枝
理
事
・
鳩
山
紀
一
郎
理

事
・
後
藤
大
智
理
事

金
沢
俊
弘
監
事
・
海
方　

亨
監

事�

（
順
不
同
）

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

資
料
に
基
づ
き
丁
重
な
報
告
が

二
人
の
監
事
も
熱
心
に
協
議
を

理
事
長
を
中
心
に
活
発
な
協
議
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こ
の
た
び
、
理
事
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
長
く
続
く
本
財

団
の
歴
史
と
理
念
に
想
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
そ
の
精
神
を
現
代

に
ど
う
息
づ
か
せ
て
い
く
か

を
、
責
任
の
重
さ
と
と
も
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

「
友
愛
」
と
は
、
立
場
や
国

籍
の
違
い
を
超
え
て
、
人
が
互

　

理
事
就
任
に
つ
い
て
の
打
診

は
、
突
然
一
本
の
電
話
か
ら
始

ま
っ
た
。
父
の
急
逝
か
ら
、
一

か
月
も
た
た
な
い
時
に
、
羽
中

田
事
務
局
長
よ
り
急
ぎ
で
会
い

た
い
と
、
詳
細
に
つ
い
て
は
会

っ
た
時
に
話
し
ま
し
ょ
う
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
私
か
ら
上
京
す

る
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
彼

女
か
ら
は
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
わ

ざ
わ
ざ
静
岡
ま
で
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
と
の
こ
と
、
い
く
ら

鈍
感
な
私
で
も
何
か
た
だ
な
ら

ぬ
予
感
が
し
た
。

　

１
週
間
後
、
12
月
の
小
春
日

和
に
電
車
と
新
幹
線
を
乗
り
継

い
で
や
っ
て
来
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
頃
は
私
も
上
京
す
る
こ
と
を

控
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
事

務
局
長
に
会
う
の
は
本
当
に
久

し
ぶ
り
だ
っ
た
。
彼
女
は
開
口

一
番
、
来
年
度
か
ら
財
団
法
人

友
愛
の
理
事
に
就
任
願
い
た
い

　

問
題
を
共
有
し
、
解
決
の
糸

口
を
つ
く
る
鹿
児
島
は
、
私
に

と
っ
て
特
別
な
記
憶
の
あ
る
場

所
だ
。
中
学
生
の
頃
、
1
か
月

間
の
交
換
留
学
で
滞
在
し
た
そ

の
町
で
、
私
は
日
本
と
い
う
国

を
教
科
書
で
は
な
く
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
初
め
て
知
っ

た
。

　

あ
の
学
校
の
生
徒
た
ち
は
落

ち
着
い
て
い
て
親
切
で
、
お
弁

当
の
お
か
ず
を
分
け
て
く
れ
た

り
、
保
健
室
ま
で
一
緒
に
歩
い

て
く
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
か
ら

10
年
が
経
ち
、当
時
感
じ
た「
小

さ
な
親
切
」
が
今
回
の
交
流
を

通
じ
て
再
び
思
い
出
さ
れ
た
。

大
学
生
と
な
っ
て
再
び
日
本
の

友
人
た
ち
と
向
き
合
っ
た
と

き
、
あ
の
温
か
さ
が
偶
然
で
は

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

友
愛
財
団
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、「
少
子
化
」を
テ
ー

マ
に
討
論
し
た
。
驚
い
た
の

は
、
制
度
の
違
い
を
超
え
て
、

両
国
が
非
常
に
よ
く
似
た
悩
み

を
抱
え
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

結
婚
を
遅
ら
せ
る
理
由
、
出
産

へ
の
負
担
、
キ
ャ
リ
ア
中
断
の

い
に
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
き

る
と
い
う
普
遍
的
な
理
念
で

す
。
社
会
が
不
安
定
化
し
、
分

断
が
深
ま
る
い
ま
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
人
と
の
間
に
信
頼
を

築
き
、
共
感
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

が
友
愛
の
原
点
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
国
会
議
員
と
な
る
以

前
、
大
学
で
教
員
を
務
め
て
お

り
、
そ
の
際
に
学
生
の
海
外
派

遣
や
受
入
事
業
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
触

れ
る
経
験
は
、
若
者
に
と
っ
て

自
分
の
考
え
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
現
地
で
の
学
び
や

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
の
私

は
父
を
亡
く
し
た
ば
か
り
で
、

そ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い

痛
切
な
悲
し
み
と
先
々
の
不
安

か
ら
到
底
、
そ
の
要
請
に
は
応

え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

仕
事
上
の
関
係
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
友
愛
の
機
関
紙
を
拝

読
す
る
機
会
は
何
度
も
あ
っ

た
。
若
い
学
生
た
ち
が
友
愛
の

理
念
に
賛
同
し
、
自
ら
行
動
す

る
姿
に
、
こ
の
国
の
未
来
は
ま

だ
ま
だ
明
る
い
と
感
じ
た
し
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
議
論
す
る

理
事
会
の
様
子
を
撮
っ
た
写
真

か
ら
も
熱
い
も
の
を
感
じ
て
い

た
。
し
か
し
同
時
に
、
私
の
よ

う
な
何
の
実
績
も
な
い
者
が
他

の
理
事
の
方
々
と
肩
を
並
べ
て

議
論
す
る
な
ど
、
で
き
る
は
ず

が
な
い
と
も
思
っ
て
い
た
。
わ

ざ
わ
ざ
静
岡
ま
で
お
越
し
い
た

だ
い
た
事
務
局
長
に
、
即
座
に

お
断
り
す
る
の
も
気
が
引
け

て
、
返
事
ま
で
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
辞
退
の
理
由

を
自
分
な
り
に
あ
れ
こ
れ
と
考

え
て
い
た
。

　

け
れ
ど
も
、
父
の
こ
と
を
思

い
返
す
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
心

の
中
で
変
化
が
生
ま
れ
て
い
っ

た
。
私
の
父
は
40
年
以
上
、
静

岡
県
警
に
奉
職
し
た
。
常
に

不
安
、
そ
し
て
何
よ
り
「
未
来

が
不
確
か
で
あ
る
」
と
い
う
感

覚
。
そ
れ
は
単
な
る
人
口
問
題

で
は
な
く
、
私
た
ち
が
直
面
す

る
不
安
定
さ
そ
の
も
の
の
反
映

だ
っ
た
。
異
な
る
国
に
住
ん
で

い
て
も
、
同
じ
不
安
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
事
実
が
、
私
た
ち

を
す
ぐ
に
つ
な
げ
た
。
国
籍
で

は
な
く
「
経
験
」
が
友
愛
を
生

む
の
だ
と
、
私
は
実
感
し
た
。

経
済
、
労
働
、
家
族
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
。
私
た
ち
が
語
り
合
っ

た
す
べ
て
の
テ
ー
マ
は
、
最
終

的
に
「
持
続
可
能
か
？
」
と
い

う
問
い
に
集
約
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
共
通
の
不
安
を
分

か
ち
合
う
中
で
、
私
は
、
友
愛

と
は
単
な
る
「
良
い
感
情
」
で

は
な
く
、
不
確
実
な
時
代
を
共

に
生
き
る
た
め
の
倫
理
的
な
態

度
な
の
だ
と
学
ん
だ
。
私
の
経

験
が
あ
な
た
の
語
る
現
実
と
重

な
る
と
き
、
そ
こ
に
連
帯
が
生

ま
れ
、
そ
の
連
帯
が
解
決
へ
の

出
発
点
と
な
り
得
る
。

　

私
は
友
愛
を
「
共
通
の
危
機

の
前
で
互
い
を
仲
間
と
し
て
認

め
合
う
感
情
」
と
定
義
し
た

交
流
を
通
じ
て
、
相
手
を
理
解

し
、
共
に
課
題
を
解
決
し
て
い

こ
う
と
す
る
姿
勢
が
育
ま
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
体
験
の
積
み
重

ね
こ
そ
、
友
愛
の
理
念
を
実
践

的
に
学
ぶ
場
で
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
、
本
財
団
が
展

開
し
て
き
た
国
際
交
流
や
友
好

事
業
の
意
義
は
、
今
後
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
友
愛
の
活
動
が

特
定
の
国
や
地
域
に
偏
っ
て
い

る
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
に
は
注
意
は
必
要
で
す
。

　

友
愛
の
精
神
は
本
来
、
ど
の

国
に
も
開
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
よ
り
多
様
な
国
々
と
の
交

流
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な

ど
の
国
々
か
ら
の
農
業
研
修
生

の
受
入
れ
事
業
の
よ
う
に
、
地

域
社
会
に
根
ざ
し
た
形
で
の
国

際
協
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
、
友
愛
の
理
念
を
よ
り
実
質

的
に
広
め
る
道
だ
と
思
い
ま

す
。

　

経
済
や
技
術
が
ど
れ
ほ
ど
発

展
し
て
も
、
社
会
を
支
え
る
の

は
最
終
的
に
は
「
人
と
人
と
の

信
頼
」
で
す
。

　

若
者
が
異
な
る
文
化
や
社
会

の
中
で
共
に
学
び
、
助
け
合
う

こ
と
で
、
そ
の
信
頼
の
種
が
育

っ
て
い
き
ま
す
。

　

理
事
と
し
て
、
そ
し
て
教
育

現
場
と
政
治
の
両
方
を
経
験
し

て
い
る
者
と
し
て
、
友
愛
の
理

念
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
多
様

な
国
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

よ
り
寛
容
で
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

人
々
の
暮
ら
し
が
、
安
心
と
安

全
で
あ
る
た
め
に
最
善
を
尽
く

し
た
。
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
役

割
を
、
感
謝
と
責
任
を
も
っ
て

全
う
す
る
人
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
父
の
背
中
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
私
も
ま
た
与
え
ら

れ
た
こ
の
機
会
に
、
逃
げ
ず
に

向
き
合
う
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

私
は
、
理
事
就
任
の
打
診
を
お

受
け
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

こ
う
し
て
２
０
２
５
年
６

月
、
第
９
回
評
議
委
員
会
の
選

任
を
も
っ
て
、
正
式
に
理
事
に

い
。
今
回
の
交
流
は
、
ま
さ
に

そ
の
よ
う
な
友
愛
の
実
験
場
だ

っ
た
。
私
た
ち
は
解
決
策
を
急

ぐ
よ
り
も
、
ま
ず
相
手
の
状
況

を
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
、
会
話
に
は
真

心
が
宿
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
が
政

策
に
は
で
き
な
い
外
交
で
あ

り
、
市
民
に
よ
る
公
共
外
交
だ

と
私
は
信
じ
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら

も
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
10
年

前
、
鹿
児
島
で
感
じ
た
情
緒

が
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て
つ

な
が
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
な
が
り

を
可
能
に
す
る
言
葉
こ
そ
、

「
友
愛
」
だ
っ
た
。
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
続
く

限
り
、
日
韓
両
国
は
き
っ
と
よ

り
良
い
関
係
へ
進
む
こ
と
が
で

る
。
不
確
実
な
時
代
に
お
い

て
、
私
た
ち
が
最
も
信
頼
す
べ

き
価
値
は「
人
と
人
と
の
友
愛
」

だ
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
友
愛

が
強
ま
る
ほ
ど
、
市
民
社
会
は

成
熟
し
、
そ
の
上
で
真
の
外
交

が
可
能
と
な
る
。
国
家
は
と
き

に
沈
黙
し
、
外
を
向
か
な
い
こ

と
も
あ
る
が
、
市
民
間
の
友
愛

は
続
い
て
い
け
る
。
そ
し
て
そ

の
友
愛
が
外
交
の
基
盤
と
な
っ

た
と
き
、
両
国
は
本
当
の
意
味

で
つ
な
が
る
の
だ
。

　

未
来
を
共
に
生
き
る
世
代
と

し
て
、
私
た
ち
は
問
題
を
共
に

解
決
で
き
る
関
係
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
言
葉

こ
そ
、「
友
愛
」だ
と
信
じ
て
い

る
。

就
任
し
た
。

　

理
事
長
を
は
じ
め
、
先
輩
の

理
事
の
方
々
の
よ
う
な
十
分
な

活
躍
は
ま
だ
で
き
な
い
も
の

の
、
友
愛
の
理
念
と
歴
史
を
学

び
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
精

神
を
少
し
で
も
自
分
の
中
に
根

付
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

団
体
の
創
立
か
ら
70
年
以
上

が
経
ち
、
社
会
も
人
々
の
在
り

様
も
変
化
し
て
い
く
中
で
守
り

抜
き
、
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き

も
の
が
あ
る
と
思
う
。
今
は
ま

だ
確
実
な
答
え
が
見
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
今
後
様
々

な
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
団
体

の
発
展
と
平
和
・
友
好
の
た
め

に
微
力
な
が
ら
も
誠
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

父
が
歩
ん
だ
よ
う
に
、
与
え

ら
れ
た
場
所
で
最
善
を
尽
く
し

な
が
ら
、
い
つ
か
自
分
な
り
の

友
愛
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
見

つ
け
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
：
韓
国
／
延
世
大
学
校

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
：
韓
国
／
延
世
大
学
校

友
愛
賞
受
賞
作
品
全
文
紹
介

友
愛
賞
受
賞
作
品
全
文
紹
介

私
に
と
っ
て
友
愛
と
は

私
に
と
っ
て
友
愛
と
は      

延
世
大
学
校

延
世
大
学
校　　

イ
・
ス
ジ
ン

イ
・
ス
ジ
ン

新
理
事
に
聞
く

新
理
事
に
聞
く  

　

２
０
２
５
年
度
か
ら
新
た
に
二
人
の
理
事
が
就
任
さ
れ
た
。

　

２
０
２
５
年
度
か
ら
新
た
に
二
人
の
理
事
が
就
任
さ
れ
た
。

お
二
人
の
語
る
意
気
込
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
二
人
の
語
る
意
気
込
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

最優秀「友愛賞」の栄に輝いたのはイ・スジン
さん（写真中央）。賞状と賞金を手に、笑顔で

理
事
就
任
に
あ
た
り

父
の
教
え「
最
善
を
尽
く
す
」

理
事　

小
林　

正
枝

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

～
多
様
な
国
と
共
に
学
び
合
う「
友
愛
」の
実
践
へ
～

理
事　

鳩
山
紀
一
郎
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「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
実
施

「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
実
施

韓
国
韓
国  

延
世
大
学
校
に
て
賞
状
・
賞
金
・
記
念
品
授
与

延
世
大
学
校
に
て
賞
状
・
賞
金
・
記
念
品
授
与

応
募
応
募
1919
作
品
か
ら
厳
正
審
査
で
６
名
を
選
考

作
品
か
ら
厳
正
審
査
で
６
名
を
選
考

　

11
月
13
日
（
木
）
韓
国
ソ
ウ

ル
に
あ
る
延
世
大
学
校
に
於
い

て
、「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
表
彰
式
（
授
賞
式
）
が

行
わ
れ
受
賞
者
６
名
に
賞
状
、

賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
去
る
５
月
17
日
、

同
大
学
で
実
施
さ
れ
た
小
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
（『
友
愛
』５
９
５

号
既
報
）
に
応
募
し
た
19
作
品

か
ら
選
ば
れ
た
６
名
（
友
愛
賞

１
名
・
２
位
１
名
・
３
位
２
名

・
入
選
２
名
）
を
表
彰
す
る
た

め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

11
月
13
日
、
広
い
キ
ャ
ン
パ

ス
を
誇
る
延
世
大
学
校
は
、
構

内
の
木
々
が
見
事
に
紅
葉
し
、

真
っ
青
な
青
空
に
映
え
て
美
し

い
秋
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。

　

表
彰
式
会
場
に
は
、
ス
ク
リ

ー
ン
が
設
け
ら
れ
、
受
賞
者
６

名
の
他
、
こ
の
事
業
の
橋
渡
し

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
キ
ム
・
ハ

ン
先
生
、
当
日
実
施
の
労
を
担

っ
て
く
だ
さ
っ
た
イ
・
チ
ョ
ル

ウ
先
生
、
学
生
セ
ン
タ
ー
の
長

と
し
て
学
生
の
作
品
を
ま
と
め

て
く
だ
さ
っ
た
カ
ン
・
ジ
ョ
ミ

ン
先
生
も
、
ご
多
忙
な
時
間
を

遣
り
繰
り
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

っ
た
。

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
講
評

理
事
　
攪
上
哲
夫

　

最
優
秀
の
「
友
愛
賞
」
を
受

賞
さ
れ
た
イ
・
ス
ジ
ン
さ
ん

は
、
友
愛
を
「
共
通
の
危
機
の

前
で
互
い
を
仲
間
と
し
て
認
め

合
う
感
情
」
と
定
義
し
、
国
際

情
勢
が
不
安
定
な
現
代
に
お
い

て
こ
そ
信
頼
す
べ
き
価
値
は

「
人
と
人
と
の
友
愛
」
で
あ
る

と
結
び
ま
し
た
。
友
愛
理
念
の

根
幹
で
あ
る
「
相
互
信
頼
」
は
、

ま
さ
に
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る

と
感
じ
さ
せ
る
内
容
で
し
た
。

　

第
二
位
を
受
賞
さ
れ
た
チ
ョ

ン
・
ユ
ン
ホ
さ
ん
は
、
韓
国
人

の
父
と
中
国
人
の
母
の
も
と
に

愛
ユ
ニ
オ
ン
の
若
者
た
ち
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
友
愛
と
は
「
文
化
や
価
値

観
の
違
い
を
『
壁
』
で
は
な
く

『
窓
』
と
し
て
捉
え
る
力
」
で

あ
る
と
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
選
さ
れ
た
パ
ク
・

ソ
ン
ウ
さ
ん
、
キ
ム
・
ギ
ュ
ハ

ン
さ
ん
の
作
品
も
、
い
ず
れ
も

当
財
団
の
友
愛
理
念
を
考
え
る

う
え
で
大
変
示
唆
に
富
む
内
容

で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が「
友
愛
」

と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意

味
を
自
ら
の
経
験
や
思
索
を
も

と
に
深
く
掘
り
下
げ
て
く
だ
さ

生
ま
れ
、
二
つ
の
文
化
の
間
で

葛
藤
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、

友
愛
と
は
「
他
者
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
思
」で
あ
り
、「
相

互
理
解
」
の
重
要
性
を
訴
え
た

作
品
で
し
た
。

　

第
三
位
の
チ
ョ
ハ
ン
さ
ん

は
、
友
愛
を
「
異
な
る
立
場
を

持
つ
他
者
と
共
に
、
よ
り
良
い

社
会
・
未
来
を
築
こ
う
と
す
る

も
の
」
と
捉
え
、
違
い
を
否
定

せ
ず
、
受
け
入
れ
、
学
ぼ
う
と

す
る
姿
勢
の
大
切
さ
を
説
き
ま

し
た
。

　

同
じ
く
第
三
位
の
グ
ラ
ナ
ダ

珠
絵
ル
さ
ん
は
、
日
本
で
生
ま

れ
育
ち
、
中
学
時
代
か
ら
韓
国

へ
留
学
さ
れ
た
経
験
、
ま
た
友

っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
日
の

こ
の
出
会
い
が
、
国
や
文
化
の

違
い
を
越
え
て
、
互
い
を
理
解

し
支
え
合
う
関
係
を
築
く
第
一

歩
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
ご
参
加
の
学
生
の
皆

様
、
こ
の
機
会
を
実
現
し
て
く

だ
さ
っ
た
延
世
大
学
校
の
皆
様

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…

　

＊「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」

の
小
論
文
は
、
全
作
品
友
愛
Ｈ

Ｐ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
、
小
冊
子
を

お
送
り
し
ま
す
。
事
務
局
ま
で

お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

https://yuai-love.com

　

午
前
11
時
か
ら
始
ま
っ
た
授

賞
式
で
は
、
受
賞
者
毎
に
攪
上

理
事
か
ら
作
品
の
講
評
（
全
文

下
段
）
が
発
表
さ
れ
、
賞
状
・

賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。
天
気
も

良
い
の
で
外
で
記
念
撮
影
を
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
歴
史
的
建

造
物
で
あ
る
校
舎
を
背
に
、
全

員
が
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
日
溜
ま
り
の
中
円

陣
を
組
み
、
各
受
賞
者
が
今
回

の
受
賞
及
び
交
流
会
参
加
に
つ

い
て
感
想
を
述
べ
た
。

　

「
日
本
の
ア
ニ
メ
に
は
興
味

が
あ
り
、
そ
の
部
分
で
日
本
を

見
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」

「
正
直
、
今
回
の
交
流
会
参
加

で
、
初
め
て
日
本
に
つ
い
て
真

面
目
に
取
り
組
ん
で
み
た
。

色
々
な
事
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
、
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
」「
交

流
会
で
意
見
交
換
し
た
日
本
の

学
生
達
（
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン

バ
ー
）
と
の
交
流
は
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
今
で
も
連
絡
を

と
り
あ
っ
て
い
て
、
友
達
が
増

え
た
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が

聞
か
れ
た
。
学
生
セ
ン
タ
ー
長

の
カ
ン
・
ジ
ョ
ミ
ン
先
生
か
ら

は
、「
こ
の
様
な
交
流
は
、
学
生

達
に
良
い
経
験
で
あ
り
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
」
と
の
希
望

と
意
見
が
延
べ
ら
れ
た
。

　

午
後
に
は
、
広
い
構
内
を
ご

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
先
生
方

と
の
再
会
を
約
し
て
延
世
大
学

校
を
後
に
し
た
。（

羽
中
田
記
）

参加者全員で記念撮影
写真左から攪上哲夫理事／キム・ハン先生／グラナダル・珠絵ルさん（３位入賞）／パク・ソンウさん
（入選）／キム・ギュハンさん（入選）／イ・スジンさん（友愛賞）／チョハンさん（３位入賞）／チョ
ン・ユンホさん（２位入賞）／カン・ジョミン先生（学生センター長）／羽中田元美事務局長／イ・チ
ョルウ先生
全員時間を遣り繰りして参集してくれた。口々に楽しかった、良い経験をしたと感想を述べた

友
愛
賞
受
賞
の
イ
・
ス
ジ
ン
さ
ん
。
賞

状
・
賞
金
を
授
与
（
作
品
は
前
頁
掲
載
）

今
回
の
交
流
は
、
一
つ
の
歴
史
を
作
り

ま
し
た
と
挨
拶
。
攪
上
哲
夫
理
事

左
か
ら
：
イ
・
チ
ョ
ル
ウ
先
生
／
キ
ム

・
ハ
ン
先
生
／
カ
ン
・
ジ
ョ
ミ
ン
先
生

（
学
生
セ
ン
タ
ー
長
）

延
世
大
学
校
の
構
内
は
広
大
で
あ
る
。

山
一
つ
が
学
校
と
病
院
。
創
設
者
の
像

と
象
徴
で
あ
る
鷲
の
像
が
美
し
い

日
溜
ま
り
の
中
で
、
今
回
の
感
想
を
発

表
し
て
く
れ
た
。
話
は
尽
き
な
か
っ
た

構
内
に
は
立
派
な
教
会
が
あ
る
。
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
調

和
し
、
荘
厳
な
空
間
を
作
っ
て
い
る

歴
史
的
建
造
物
の
前
で
。
延
世
大
学
校

は
美
し
い
建
造
物
が
数
多
く
あ
る

友
愛
賞
（
第
１
位
）
の
賞
状

受
賞
者
６
名
が
全
員
出
席
。
攪
上
理
事

か
ら
賞
状
を
受
け
取
っ
た
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編
集
後
記

◆
韓
国
訪
問
の
折
り
、
帰
国
便

が
遅
か
っ
た
の
で
ソ
ウ
ル
郊
外

の
古
刹
「
吉
祥
寺
」
を
訪
れ
ま

し
た
。
紅
葉
の
季
節
と
あ
っ

て
、
多
く
の
参
拝
者（
観
光
客
）

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
か

ら
お
寺
さ
ん
を
訪
れ
る
の
は
好

き
で
し
た
。
仏
像
を
拝
見
す
る

の
も
好
き
で
し
た
。
日
本
の
国

宝
級
の
仏
像
は
、
止
利
仏
師
の

作
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
止

利
仏
師
は
渡
来
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
こ
か
ら
？　

と
い
う

疑
問
か
ら
「
ヒ
ゲ
」
さ
ん
推
薦

の
本
を
読
み
進
む
う
ち
、
朝
鮮

半
島
の
お
寺
・
仏
像
を
見
た
く

な
っ
た
と
い
う
次
第
。
結
果
、

も
っ
と
知
り
た
い
事
が
増
え
、

も
っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
と
感

じ
ま
し
た
。
好
き
な
こ
と
を
掘

り
進
め
て
い
く
の
は
、
本
当
に

楽
し
い
も
の
で
す
。　

（
も
）

発
行
遅
延
の
お
詫
び

　

今
月
号
（
第
５
９
７
号
）
は
、

掲
載
記
事
の
都
合
で
発
行
が
送

れ
ま
し
た
。
慎
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
次
号
２
０
２
６
年
１

月
号
（
５
９
８
号
）
は
、
１
月

末
の
お
届
け
と
な
り
ま
す
。
ご

了
承
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

地
、
軽
井
沢
（
当
時
の
友
愛
山

荘
）
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
＝

写
真
上
＝

　

機
関
紙
『
友
愛
』
４
８
３
号

で
は
、
そ
の
遷
座
式
の
様
子
を

詳
し
く
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
大
事
な
事

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
銅
像
の
銘
板
に
記
さ
れ
た

記
述
で
す
。
一
郎
先
生
の
生
涯

に
亘
る
情
報
・
友
愛
と
の
関
係

・
モ
ス
ク
ワ
訪
問
の
こ
と
な

ど
、
全
て
が
解
る
文
章
で
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
銅
像
建

立
の
発
起
人
の
方
々
、
皆
さ
ん

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

　

前
述
の
状
況
か
ら
、
現
在

の
銅
像
に
銘
板
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
で
も
皆
さ
ま
に
お

伝
え
し
た
い
内
容
で
す
の

で
、
こ
こ
に
改
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
号
で
ご
紹
介
し
た
「
創
立

70
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
は
、
在

庫
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

お
申
込
く
だ
さ
い
。

送
料
：
会
員
／
千
円

　
　
　

一
般
／
３
千
円

　

鳩
山
一
郎
先
生
明
治
十
六
年
東
京
都
に
生
る　

明

治
四
十
年
東
京
帝
国
大
学
英
法
科
を
卒
し
直
ち
に
弁

護
士
と
な
り
先
代
和
夫
先
生
の
法
律
事
務
所
に
入
る

　

明
治
四
十
五
年
二
十
九
歳
の
時
父
君
の
逝
去
に
よ

る
補
欠
選
挙
に
出
馬
し
て
東
京
市
会
議
員
に
当
選　

以
来
大
正
末
期
ま
で
十
五
年
間
を
地
方
自
治
に
尽
く

し　

そ
の
間
副
議
長
と
な
る　

同
時
に
大
正
四
年
衆

議
院
議
員
に
初
当
選　

爾
来
国
会
議
員
在
職
三
十
有

七
年
当
選
十
五
回
を
数
え
た　

こ
の
間
内
閣
総
理
大

臣
と
な
り
三
次
に
わ
た
り
内
閣
を
組
織
し
て
国
勢
を

担
当
し
た
先
生
の
政
治
生
活
は
そ
の
ま
ま
我
が
国
の

政
党
史
で
あ
り
政
治
史
で
あ
る
が　

先
生
は
戦
前
戦

後
を
通
じ
一
貫
し
て
民
主
主
義
と
自
由
主
義
を
も
っ

て
国
勢
の
大
本
と
す
る
信
念
の
も
と
に
議
会
政
治
の

確
立
擁
護
の
た
め
奮
闘
し
た　

殊
に
終
戦
後
い
ち
早

く
政
党
政
治
再
建
に
奔
命
し　

昭
和
二
十
年
十
一
月

同
志
と
と
も
に
日
本
自
由
党
を
結
成
そ
の
初
代
総
裁

と
な
る　

昭
和
二
十
一
年
四
月
の
総
選
挙
で
は
一
躍

第
一
党
と
な
り
ま
さ
に
組
閣
の
大
命
を
受
け
よ
う
と

す
る
寸
前　

連
合
軍
の
公
職
追
放
指
令
を
受
け
た　

爾
来
五
年
余
を
晴
耕
雨
読
に
送
っ
た
が
特
に
ク
ー
デ

ン
ホ
フ
カ
レ
ル
ギ
ー
の
著
書
に
共
鳴　

自
ら
「
自
由

と
人
生
」
と
題
し
て
訳
出
し
た　

ま
た
青
年
有
志
に

友
愛
精
神
を
説
き　

同
志
会
の
創
設
に
力
を
そ
そ
い

だ　

昭
和
二
十
六
年
六
月
病
に
倒
れ
同
年
八
月
病
床

中
に
追
放
解
除
さ
る　

翌
二
十
七
年
再
び
政
党
に
復

帰
し
た　

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
民
主
党
が
誕
生　

そ
の
総
裁
と
な
る　

同
年
十
二
月
吉
田
内
閣
総
辞
職

の
あ
と
を
受
け
第
一
次
鳩
山
内
閣
を
組
織　

総
裁
選

挙
の
結
果
民
主
党
は
第
一
党
と
な
り
第
二
次
鳩
山
内

閣
を
樹
立
し
た　

三
十
年
十
一
月
自
由
民
主
両
党
の

合
同
を
達
成　

第
三
次
鳩
山
内
閣
を
組
織
し
翌
三
十

一
年
四
月
初
代
自
由
民
主
党
総
裁
に
選
ば
れ
た　

同

年
十
月
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
国
交

正
常
化
を
目
的
と
す
る
交
渉
の
た
め
の
全
権
と
し
て

病
身
を
お
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
赴
き
復
興
の
大
業
を
遂

げ
た　

同
年
十
二
月
十
八
日
わ
が
国
の
国
連
加
盟
が

承
認
さ
れ
こ
れ
を
見
届
け
て
同
月
二
十
三
日
挂
冠
し

た　

内
に
は
保
守
の
大
合
同
を
完
成
し
て
議
会
政
治

の
基
礎
を
固
め　

外
に
は
国
連
加
盟
成
就
し　

我
が

国
の
国
際
地
歩
を
高
め
政
治
家
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
て
引
退
す
る
先
生
の
心
境
は
自
ら
明
鏡
止
水
い

わ
れ
た　

自
ら
友
愛
精
神
を
説
き
悠
々
自
適
の
生
活

は
つ
い
に
三
十
四
年
三
月
七
日
に
終
止
符
を
打
っ
た

　

享
年
七
十
六

　

正
二
位
大
勲
位
菊
花
大
綬
章
を
授
か
る

　

昭
和
三
十
九
年
十
月
吉
日

　

秋
本
平
八
郎
撰

近
辺
）
の
有
志
が
鳩
山
一
郎
先

生
の
没
後
、
そ
の
栄
誉
を
称
え

る
た
め
、
護
国
寺
岡
本
数
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創立70周年記念ＤＶＤ　お問合せは事務局まで
参考：友愛ファームゲストハウス／ホームページ　https://yuai-farm.com    e-mail : info@yuai-farm.com
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　今年も残すところあと１ヶ月となりました。いつも公益財団法人友愛にご協力をいただき、厚く
御礼申し上げます。
　公益財団法人友愛の活動は、皆さまの会費で支えられております。今年度（2025年度）の年会費は、
12月末日までにお送りいただきますと、３月の確定申告時の「寄付控除」の対象となります。
　（2026年１月に領収書をお送りします。ふるさと納税や他の寄付と合算されます）
　今月号に同封の振込用紙をご利用いただき、2025年度会費（寄付金扱い）の納入をお願いします。
　郵便法のきまりから、お願いのお手紙を同封することができません。悪しからずご了承ください。
＊機関紙『友愛』の送付先と、住民票に記載の住所が異なる場合は、その旨お知らせください。
＊寄付金控除のための領収書には、住民票に記載の住所が必要です。
＊その他、お問い合せはお気軽に事務局までどうぞ。
　　年会費：１口／3,000円（何口でも可）　　　法人会員：１口／10,000円（何口でも可）

友愛ホームページのご案内
公益財団法人友愛のホームページでは、機関紙「友愛」で紹介した記
事の写真がカラーでご覧いただけます。また、機関紙「友愛」は創刊
号から現在の号まで、全てのバックナンバーが掲載
されおり、印刷も可能です。是非ご利用ください。

　https://yuai-love.com
スマートフォンはQRコードからどうぞ

ご紹介アーカイブご紹介アーカイブ
～70周年記念DVDのなかから～～70周年記念DVDのなかから～

2025年度　年会費納入のお願い
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